
小特集･産業用受変電設備
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の搬入･据付･工事計画
P■anning.Handling and】nstallation oflndustrialSubstations

近年,受変電機音詩仕様･谷量のぶ､辿な変過と』そ行して,桝イて卜1二事に関しても厳し

い経済件や1二幸の高品質,高仁柑怖が求められてし､るが,更に,墟設及び運転時の

環境保全と調和に対する規制もー一段と厳しさを岬す仰向にある｡

本稿では,このような広範なニーズに対ん仁し,建設の円滑な推進を図るために必

要な建設上の-･般的共油菜務について概説し,I司時に計如から引綾Lまでの+二車上

の要点を紹介する｡

ll 緒 言

′受変電設備は各位生産設備の動プJ源であるばかりでなく,

高度化した郡市機能を維持するためにイこ可火であり,口二大化･

傾雉化した情報化社会のう需要地士或に密着した重賓なエネルギ

ー供給源として,設イ眉に課せられる電ブJ安定供給の‾責務はま

すます重くなっている｡

こグ)ような社会的要求にこたえて,1乏変1丘機器臼休はコン

パクト化,高イこ捕り法化はもとより,イ米守の簡素化の面でも大

きな進歩を遂げつつある｡しかし,受変`芯獅子右としての高イF一言

蛸ノlご1三は,機器単体だけで達成されるものではな〈,技術力,

開発力及び建設に関する管理技術を含めた総でナプJが,システ

ムとして生かされてこそ,納めて機器の機能及び■指官吏と均衡

し,供給仁抑圧が高く環鳩調和のとれた設備が納入されるの

である｡

以‾‾F,--一郎紬勺な娃設管理の概要を糸言弓介し,次いで変1‾正伸建

設におけるJ二幸計L軌 及び設計から1拭付,試験,引渡しまで

の各段階での計担i上の要点について述べ,参考▲に供する｡

臣l 建設管理

建設業での妓終製.指は,-一一1脂の製造業の場合と異なり,そ

のプラントが他用される場所で組み_､ウニてられるものである〔つ

またその人部分ほ,ユ】ザ【グ)要望に応じた料甥り江‾丈になっ

ており,プラントを構成する個々の製品,及びこれらを総†㌻

したシステムの端本計】_叫二始まり,そのプラントの性能を確

認しユーザーに引きj接すまでの広範な･一連の業務をコントロ

ールし,定められた納J9‾j｢メっに,適止コストで,所要一口ー乍亨レベ

ルのプラントを納入するには,個々の単体製ぷ-の;出作納入と

は別の苗こ昧で,多くの凶?椎が什うことは言うまでもない｡ま

た,そのl木一難はプラントの規模が人きくなり偵維化すればす

るほど増人する｡ここに,総合的な石堂設に関する管理泊動が

必要な理由がある｡

以下,建設工事の担当大安件及び三控.没管理に包含される主賓

な業備について略述する｡

2.t 建設工事の四大要件

建設工事を具体的に消化していく際満たすべきゴ泣も重安な

要件は,次の4点に要約することができる｡これらのヰ‖カニ関

係を表示すると匡=にホすようになる｡

建設業新は,ユーザⅦ,メーカ】からの肺報及び関係i諸法

規など,石堂設にかかわる情報をできるだけ収集し､それらの

諸条件下で過止コストに収まるよう計画して,見枯り ‥妥注後
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図】 建設工事四大要素の相互関係 図のようにT･Q･C･Sは相互

に密接な関係がある｡例えば,Tを圧縮すれば他の0･C･Sに影響を与えるの

で,相互バランスを崩さぬよう対策を要する｡

は,二れらの前比条件をベースにして具体的実行計伸jを､工某す

る亡｢図lに示すようにT(Time)･Q(QualityトC(Cost)･

S(Safety)は椚互に寓接な関連やゞありいことに石工後の⊥期

ク〕椒端な庄毒端や延1主は,コストアップを招くばかりでなく,

品官ノ=二も悠影響を及ぼすことを理f昨し,ユーザー,メMカー

の協力を待て,前記T･Q･C･Sの和上バランスを崩さな

いよう管理していかねばならない｡工期とコストとの関係を

図示すれば,概略図2に示すようになる｡

2.2 建設工事における管王里上の要点

前項で述べたT･Q･C･Sのバランスを崩さないように

管理することが,建設での管理柄動,すなわち埋設管理の重

要な∴【､-二であり,それを達成するための具体的な主要管理項臼

を挙げれば大略,表1に示すとおりである｡

ここでは,紙数の関係でその詳述は省略するが,埋設管理

*
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図2 工期とコストの関係 契約適正工期のある限度を超えた圧縮や延

長は,コストアップにつながる｡

上拉も重安な.和ま次の3項目にあると言っても過言ではない｡

(1)現地作業の.よりどころとなる正Lい図面,資料が,他+二

計画,施工設計放び工事施工スケジュールと同期Lてユーザ

ー/女びメーカーかごJ提供されることである｡

すなわち,ユ【ザ”及びメ【カーは,製品現地到方言臼を目

標とした製品設こ汁工程だけでなく,むしろ上述のように現地

工事ク)計画･設計･施工･試験の各工程_Lからのニーズに何

期Lた製品設計工程を確立することが最も大旬Jであることを

理解しなければならない｡ニのためには,弘打=二よっては,

かなり先行した設計が要求されることになる｡

(2)ハード面については,単に単体製一打一としての性能や機能

だけでなく,プラントを構成するシステム上からの要求,ノ女

びJ丸地掘イ寸上からグ)ニーズを†一分†丈映したき望品がタイムリー

に一呪他に搬入されることである｡

(3)プラントを′受注した場合には,単イ木地上占を納入すること

が毅終目的ではなく,プラントの名においてシステムとLて

グ)性能と機能を納人することが目標であることを認識L,そ

の中でのI二摺;門担当弘5もの位置づけを理解L,常に総(ナt程

管理部門をはじめ,関連諸部門と積極的に情報交換を行なう

という､いわゆるシステム感覚の重要性をよりいっそう強く

息識し,上記(1),(2)を強力に実行することである｡

以上,一一般自勺な埋設管理の概要と主要なポイントについて

述べたが,要は建設は生きものであり時々冴+々の変化をタイ

ムり【にとらえ,即断丁実行を要求される｡それは単なる某‖一哉

だけでなく実務経験に裏打ちされた知恵と,更に責付と條限

とがイ半って初めて達成されるものである｡

同 工事計画及び設計上の留意事項

変電設備を計画する場合にまず問題になるのは,変電所の

形態,結線方式,保護方式,機器の迷走などであー),また工

事設計の具体的内容としては,配置設計をはじめとして,母

線の絶縁間隔,がい了一の選定などの絶縁設計,鉄橋及び架台,

架線張力･線種･サイズ,架線令具,コロナと雑音レベル,
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表l プラント建設における主要管理項目 管理項目は多々あるが,

二二では主要なものにとどめた｡また,区分は一応の目安を示すもので,必ず

Lも明確に線引きできるものではない｡

区分 管 理 項 目

設
計
･
工
事
に
共
通

土木･建染及び主要設計項目の設計完了時期も盛り込んだ総合建設工

程の確立

工事品質レベルの設定と品質保証計画の確立

工事物量の把握(常に物量の変動を把捉L,設計･工事計画に反映)

環境調和対策(周辺住民･市町村などとの連携強化による対処)

計画予算と実箕の管王里(最新の予算と実算の二状況把才屋)

関設 エンジニアリング･スケジュールと入出図管王聖体制の確立

係計■機器･材料購入及び加工外注管王里

■現地職制の確立(人的調和を考慮)

工事工程の管王望(詳細工手呈表によるデイリーの進捗度把手屋)

マンパワーの平準化を指向した人員動員計画

槻能的な仮言箕言十画

現 現場運営ルールの確立と徹底

地

二工

人事管≡哩と建設にかかわる関連法規遵守事項のフォローアップ(労働

者名簿などの整備及び関係諸官庁などとの緊密な連絡)

工事請負業者の選定(実績及び財務1犬態を中心にLた適格性判定)

事.機器･棚斗の現場入荷及び保管管王即製品葦生を含む)

大物あるいは重量品の搬入路計画

関 ｢‾

王見場でのOC(Oua‡lty Controt)管王里(ルールにのっとった品質の確認)

係.道具,工具の管王里(性能.機能の定期検査)

トー ーーーーー

:作業管理(指定されたエ法及び手順によ

†盲妄合管理(原因究明によ
る作業遂行)

る現品対策及び再発防止対策)

安全･衛生管王里とフォローアップ体制の確立

`i一打Lてノ＼し､,J占礎,接地等々,攻主には琳判まで含めるとて一にこも

工■斥の人部分が吐合され非常に多山支にわたることになる｡な

おこれらグ)｢いで前者に関しては,本特集論文｢ビル周′受変ノ左

1三川古の亡汁画+(5ページ掲載)を,また後者については,その

.詳細は通商耗某省制定の｢電気設備技術去転唯+をはじめ,多

くの凶苫が発ノけされているのでそれらを参照願うこととし,

本稿では斗‾､仁に工事請十伸卜設計上の要ノたにつし､て,j室内外受変

′壷設備に共通的な紹古事二項と,ビル用地下■変電所に関する注

点すべき牛キ歩き山について述べる｡

3.1 共通的留意事項

3.1.1 立地条件

供給一三椒度の高い受変電設備を建設するには,まず第 一に

その立地条イ牛について[洞瀬検討する必要がある｡その上要な

観点項目は大略次に述べるとおりであるが,これらは総合墟

設督に大きく影零することはもちろん,その後の保勺:や逆転

上のトラブルの原【司ともなるので,偵重な検討が必要である｡

(1)電源の引込･1jlrHしに対する配膳､

(2)環j菟保全と調和

(3)火災,水害,i息塵害,地岩主などに対する防災対策

(4)重岩槻器､あるいは大物機器搬出入川通路

(5)地形,地質,地耐力

(6)ニ将来の拡張余地

(7)｢j重築脹準法_+,｢消防法+及び都市計画などとの関係

3.l.2 エ事用一仮設受変電設備の計画1)

建.設_】二幸には工事用電振が必要不可欠であり,当初の計画,
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図3 工事用電力の申込みから撤去までの手続の流れ(最大電力300

kW未満の場合) 工事用受変電設備を施設(撤去)するに際Lての通商産業

局,消防署及び電力会社への所要手プ院の;売れを示す｡

設計の段階から十分配慮しておく必要がある｡一一般的に工事

間食変電設備の設置余地は,屋外式変電所を建設する場合の

ように,比較的スペースの碓イ米が容易な場介はともかくとし

て,都市部でのビル建設現場のように狭い場所に設置せぎる

を得ない場介には,電力会引二からの給電点,工事中の障害の

有無,保守スペース,負荷との位置関係等々を検討して受電

場所を決定し,キュ】ビクル式の受変電設備とすることが望

ま Lい｡

また受変電設備の谷益算出には,工事に他用する機詩誌､工

且 照明などの使用期間を工事二‾1‾二程表に沿ってIlt柿みL,需

要率は動力で40ないし60%,糾明で80%程度を目安として電

源変圧器容量を定めるのが一般的である｡ただし,大形の建

設機械や連続逆転する機器の占める捌でナが大きくなるとこの

値は大きくなり,溶接機の占める割合が大きいとこの値は′ト

さくなるので,工事工程の多少の変更の可能性も含め検討す

ることが必要である｡ここで忘れてならないのは,試験用電

力であI)試験の方法を含めて,メーカMとも十分協議のうえ

慎重に計画を_立てなければならない｡

図3に,1二車用電力の電力会社への申込みから廃IL報告まで

の手続きの流れを,契約電プJ300kW未満の場合について示す｡

なお,⊥皐月]受変電設備を施設するうえで,とかく考え漏

れかちな点を次に述べるので注意する必要がある｡

(1)引込設備

(a)工事のため道路を占用して引込設備を施設する場合に

は,｢道路法+に恭づく道路占用許可申請を道路管理者へ,

受変電設備の搬入･据付･工事計画 743

また｢道路交通法+に基づく道路使用許可申請を所轄苧号祭器

長へ提出する｡

(b)建柱などのため道路を掘削する場合は,電力全車L 水

道事業者,ガス車業者へ申し出て調査立会を求める0

(C)架空引込線の道路上高さの制限は,低圧では路面--L5m

以上,高圧では6m以上を確保し,それぞれ電圧に適合し

た絶紬電線,あるいはケーブルを使用する｡

(d)責仕分界一山二は,負荷の開閉ができる不燃性の区分開

閉器を設置する｡

(2)変ノ荘設備

(a)高圧架空線から供給を受ける受電電力500kW以--Lの需

要場所への引込LJには,第一一種接地を施した逝富器を設置

する｡

(b)電力会社と保護協調をとったうえ,地給しゃ断器を設

置する｡

(C)変電設備は｢消防法+に･基づく火災予防条例や同施行規

則などで設置其準が規定されているので,所轄消防署と打

ち合わせ遺漏のないようにする｡

3.1.3 新設,増設及び保守スペースの確保

立地条件の項でも述べたように,将来の拡張余地は当然計

画時点から十分配慮する必要があるが,新設時だけでなく増

設暗についても搬入,据付の順序を考促してお〈必要がある0

特に現場で組立を要する機器,とりわけ変圧器に関しては

付属機器の佃置スペース,油処理関連作業スペース,プッシ

ング,ラジュータ,コンサベータなどのつり込み川空間スペ

∽ス等々,工法をも含めて事前に十分検討しておかなければ
ならない｡

史に氏期にわたり設備の1三仝な性能を維持するためには,

保守カ､検スペースの確保は極めて当然なことであるが,とか

く屋内式の場合には,経済性追求のために保守スペースの削

減は避けられない傾向にある｡しかし,スペースの適正な節

約は当然であるが,安全な保守点検作業に必要な最小限のス

ペースは機器の 一部であるとし1う観点に〕ンニ脚して,これを確

保することが設備の信相性維持のために絶対不‾吋欠である0

3.1.4 基礎工事の計画

受変電設備の基礎としては,鉄構基礎,機器用堆石乳 ちl三千i

頬兼礎などが巧一えられる｡二れらグ)恭礎はいずれもその-1二部

に設置される梢造物の重量や,それに加わるすべての外力を

安全に地盤に仁ミえ得ることが必要である｡)そのためには,拡

礎底I如二接する地盤及びそれより深部の地耐プJを事前に調杏

し,その地賃二壬や地耐力に適合した基礎工法の抹用と同時に,

地宗プJをいかにプ1転礎設計にノ丈映させるかが殻も重要なポイン

トである｡

皐呈や転倒モーーメントの大きいもの,あるいはパイプ付線

式′受変電所では,特にノ基礎のイこ等比‾卜が問題になるのでけと茹

な計画が必要である｡また,一一般的に変電所構内のケ】ブル

舵維溝には,ケーブル増や操作用空気配管が布設されるか,

地盤の軟弱な埋立地などでは配線溝自身,及び配線満と一敗旨こき

用基礎相互間に不等沈下の発生は必至とそえ,ケー･･ブルや1ウ

気配管自身及び機器との接続部に不測の外力が加か二っないよ

う,設計施工面で十分巧‾痘することが人切である√=1

なお地耐力やお度及びこれらを考慮した具体的な一三矧寸法

については,それぞれの専門書に譲り,ここでは早い二触れない⊂=

3.1.5 接地工事の計画2)

′受変電設備での接地の目的は,酔障電流や雷撃電流のすユ人
に対して,受変電設備を構成している機器,高低庄凶路の絶

縁保誠,及び人身事故防+l二にあることは言うまでもない0

:i7
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通商産業省制定の｢電気設備技術基準+には,接地工事の

種類として4種類のほか,電路の中性点に施す接地工事につ

いて,基本的要件を定性的に規定しており,また接地線の種

類,サイズ,施工法など細目が定められている｡これらは,

電気工作物の保安確保上の最小限度を示すもので,当然遵守

しなければならない｡

受変電設備の接地の設計を行なう場合,まず最初に決定す

べき事項は,所要接地抵抗値であるが,これは系統構成,匝J

路電圧,系統の接地方式,架空又はケーブル引込方式等々に

より故障電流の大きさが異なるので,実際には電力会社と十

分協議のうえ決定する必要がある｡なお,接地極を形式上か

ら分類すれば接地棒(板)方式とメッシュ方式とに分けられ,

接地方式としては機能的に分類すると,単独接地,母線接地

及び連接接地方式に大別される｡

上述したように,接地は目的が同じでも種々の要因によ･)

計画や設計の中味が大きく変わり,わずかな紙面では記述で

きなし､が,要は故障電流の大きさ,施設場所の大地の固有抵

抗,所要接地抵抗値,敷地面積等々,適用上の得失と経済性

とを考慮し,総合的に判断して決定するわけである｡ここで

は,接地設計上のごく要点についてだけ触れるにとどめる｡

(1)所要接地抵抗値

所要接地抵抗の値は,予想される最大接地電流の流人によ

つて発生する電位上昇により,機器の絶縁損傷及び人身事故

防止を目標として,その値を決定する｡

‾一般的には,地終車放時の接地系の電位上昇が1,000V以

下のできるだけ小さし-値に抑えることを目標とし,これ以上

になる場合には接地抵抗の低減対策を行ない,それが不可能

な場合には接触電圧,歩幅電圧の適切な低減策を施さなけれ

ばならない0 また接地電位の上昇は,低圧機器の絶縁損傷防

止上から一般的には2,000Vを超過しなし､ようにすることが

必要である｡

なお通常の受変電設備は大部分が非有効接地系であるから

地給電流は,三相短絡電流より,かなり小さい値となるが直

接接地系である超高圧･超々高圧系統では,その系統拡大に

よって地絡事故時の故障電流も飛躍的に増大しているため,

上述の考え方と異なり接触電圧,歩幅電圧を許容値内に抑え

る点に主眼をおいた設計が行なわれていることを付け加えて

おく｡

(2)接地線のサイズ

接地線に流入する最大接地電流に対して溶断しないことが

前提条件であり,したがって,接地線のサイズはこの最大接

地電流の大きさとその電流が流れる継続時間によって決まる

わけで,通常次式によって算出する｡

ここに

S=富･Je…‥…………･
S:接地線の断面積(m2)

…･(1)

舌:最大接地電流通電継続時間(s)

∫e:最大]妾地電ラ充(A)

ただし,明らかに〕寒地電流の分流することが分かっている

場所については,そのサイズは減少させて差し支えない｡

(3)避雷器の]妾地

避雷器叫生能はもちろん,被保護機器を富サージから防護

し避雷器としての機能を十分に発揮させるためには,特に低

い接地抵抗が必要であり,この目的のためにも単独接地より

も連接接地が望ましい｡またその接地導体も太く,かつ長さ

もできるだけ短くして,波動インピーダンスを低下させるこ

とが必要である｡
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3.1.6 受変電所の防火対策3)

先に電気技術基準調査委員会が取りまとめた｢変電所等に

おける防火対策指針+は,設計,施工,維持管理全般にわたり,

電気事業者及び電気工作物の施設者が守るべき事項を自主的

に規定しており,通商産業省もこれに基づいて指導すること

になっている｡したがって,計画･設計には,これら指針の内

谷を十分反映させることが必要であり,その概要を述べる｡

(1)屋外設備

(a)標準離隔

民家に対する類焼防止を考慮して,有効接地系の主要機

器と変電所などの敷地境界までの馳隔距離を規定

(b)消防火設備

有効接地系機器(主要変圧器を対象に屋外消火せん設備又

は固定式消火設備のいずれかを施設することを規定),非有

効接地系機器の消防火設備(屋外消火せん設備だけを推奨)

(c)油流出防止設備

主要変圧器を対象に絶縁油の構外への流出,地下への浸

透を防止するため油流出防止設備を規定

(2)屋内設備

(a)変圧器室

10,000kVA以上の変圧器は専用個室,2,000kVA以上

10,000kVA未満の変圧器は耐火構造の壁,防火戸でしゃへい

(b)消火設備

有効接地系に接続する変圧掛こは固定消火設備,非有効

接地系に接続する変圧器毒は室が200m2未満の場合は10,000

kVA以上,200m2以上の場合は1,000kVA以上の変圧器を対

象に固定式消火設備を設置

そのほか,複合用途ビルと共同して変電所を設ける場合,

損気･冷房の専用化,火災時のダクト類の自動閉鎖,漏油･

防水対策,避難誘導方法,相互連絡などが規定されている｡

3･2 ビル用地下受変電設備に関する留意事項

3.2.1 電源引込み

都市部でのビル用受変電所への電源引込みは,大部分がケ

‾フールになるが,ニの場合注意を要する点は概略次に述べる
とおりである｡

(1)電源ケーブル引込み部の建屋構造

(2)ケ【ブル引込み管路口の防水

(3)電源ケーブル引込み部の受変電所との位置関係

(4)建屋内ケーブル引込みルートの確保

(5)ケーブルの許容曲げユト径の確保

(6)保守点検スペースの確保

上記のうち(1)に関しては,一一例を挙げれば図4に示すとお

りであるが,これらはいずれもケーブルの種類,サイズと密

接な関係があるので,電力会社と連絡をとりその結果を取り

入れて遺漏のないように設計することが大切である｡

3.2.2 受変電所の位置及び機器配置

受変電所(室)のビル内での位置や機器配置に関しては,下

記事項に関心を払うとともに個々に十分検討を加え,建物に

適合した構造及び配置を考慮する必要がある｡

(1)重量品の搬出人,つり込みに便利

(2)受変電所(室)大井の防水構造化

(3)階高,柱間隔,壁及び床の強度,ケーブル及びダクト顆

貫通部の隣室設置品との干渉関係

(4)機器組立スペースの確保

(5)防災及び換気に対する配慮

(6)電源及び負荷配線ルート並びにスペースの確保

(7)運転,保守点検スペースと適正環境の確保
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図4 地中電線路の建物引込み施工例

-ブル引込み部建屋構造の一例を示す｡
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8 工事着工時点以降の要点

工事を経済的,かつ能率よく進めるには工事監督石の人選

及び適ユ工な工事請負業者の選定をはじめとして,施工範囲や

請負業者にどこまで責任を負わせるかを明確にするとともに,

材料,工具及び消耗品の負担区分,特殊技能や資格の指定,

安全衛生管理を含めた1二事進捗にイ半う現場運営‾方針,指揮命

令系統,工事品質の確保に関するルール等々を明らかにし徹

底させることが必要である｡そのうえで4.1で述べるような

石工すべき条件が整ったことを確認した後に着手の指示を出

すことが人切である｡

4.1 着工準備と着工条件

着.丁二に先だっての主要な確認事二項は大略次に述べるとおり

でlある｡

(1)作業所開設に伴う許認可申請及び届山として,特に関係

のある法令を列挙すると次のとおりで,関連条項を事前に調

査しj量1偏のないように注意しなければならない｡

(a)｢労働一法j筆法+

(b)｢労働安全衛生法+

(C)｢消防法+

(d)｢高圧ガス取締i去+

(e)｢電気事業法+

(f)｢馬柔毛二及び振動規制法+

(g)｢道路法及び道路交通法+

(2)仮設関係としては,工事に必要な似設事務所,作業員詰

所,倉庫,仮置きスペース,工事用電力及び水,更に要すれ

ば工作場,車両置場等々が完備していること｡

(3)緊急時の連絡先として救急病院の指定や非常時の連絡先

を明確にし,見やすい場所に表示すること｡

(4)工事中は周辺住民に種々の面で迷惑を及ぼすことがある

ので,事前に連絡し了解をとっておくこと｡

(5)あらかじめ立案した工事工程表及び据付施工図と,実際

の土木･建築進捗状況及び施工内容とを対比調査すること｡

(6)現地で変圧器の組立や油処理を行なう場合は,事前に所

轄消防署と打合せを行ない,その協議に某づいて絶縁油の構

受変電設備の搬入･据付･エ事計画 745

外への流出や地‾Fへの浸透を防止するため,防油堤設置など

適切な方策を具体的に立案すること｡

4.2 据付工事

前述したとおり,受変電設備としての高信頼性は機器単体

だけで達成されるものではなく,工事資材や施工の品質を機

器のそれに協調させることによって,初めて確保されるもの

てlある｡

そのためには,既に建設管理の項で述べた各種の管理を計

画設計･施工面に生かし,その効果を十分に発揮させるため,

継続的な努力を行なう必要がある｡

それ以外の一般的な注意事項を挙げれば,次に述べるとお

りである｡

(1)コンクリ-卜は打設後の養生期間を十分にとI),据付前

に寸法や仕上りチェックを行なう｡

(2)組立を要する機器は,メmカーと十分協調をとり,組立

前に異常の有無の点検,及び部品と送り状との照合を行なう

とともに,据付精度の事前確認を行なう｡

(3)工事が完成してからでは点検できない部分は,中間検査

を実施し記録写真などを残し,事後の確認ができるようにする｡

(4)がい管類や破損しやすい部分は,事前に十分養生しておく0

(5)組立品,特に変圧器などに関しては,異物の混入,ある

いは残留を防ぐため徹底したデイリーの管理を実施する0

(6)不良工具を使用しないよう管理の強化を図る｡

(7)各部の締付確認のため,合マークをさせる｡

(8)高所作業や充電部近接作業には,特に作業手順,指揮命

令系統を明確にするとともに,安全茄1防護さく,注意札等

等も活用して,事故防止のため■ノブ全の対策を行なう｡

表2に,停電及び活線近接作業安全確認書の一例を示すD

(9)高kケーブルの端末処理や,低圧あるいは制御ケーブル

の端子J土縮,虹着作業は最も重要な作業であるから,これら

の作業は認定者によr)細心の注意を払って行なう｡

4.3 現地試験2)

受変電設備を新設あるいは叩設した場合には,運転開始前

に,電気設備技術基準に対する適合性を確認するため,通商

産業省の使用前検査を受け,これに合格しなければならない｡

試験の技術的な方法に関しては,ここでは省略し受験に臨

んでの注意点を要約して次に述べる｡

(1)指揮命令系統の明確化

試験に際しては,電気の全体系統図,機器配置図,接地線

(極)布設図などのほかに,試験に臨んでの指揮命令系統図を

見やすい場所に掲示し,同時にこれを関係者に周知徹底させ

試験を順仔よく進行させるとともに,事故を起こさぬよう細

心の‡主意を払う必要がある｡

(2)佃､†圧試験

電路や機械器具の絶縁抵抗は,一つの目安として役立つが,

佐用電圧が高くなるとそれだけでは不十分なので絶縁耐力試

験により,絶縁信頼度の確認を行なう必要がある｡このため,

通商産業省制定の電気設備技術基準では,電路や機械器具に

関して試験電圧及び試験電圧印加時間を細かく規定している｡

その詳細は-L記基準を参照願うこととし,ここでは触れない｡

なお現場で機器や母線を--一括して耐圧試験を実施する際に

注意を要する点は,･一端を接地して使用する計器用変圧器,

避雷器などは耐圧範囲から除外すること,及び試験電圧の印

加は仝電圧を最初から加えるのではなく,徐々に電圧を上昇

させていくことである｡また当然のことながら,試験用機器

の容量不足などのないよう事前に十分検討しておかなければ

ならない｡
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表2 停電及び活線近接作業 安全確認書 停電及び活線近接の危険作業を行なうに際して,作業の

安全を確認遂行するために使用するチェックリストの一例を示す｡

○-○一○-○-○【○-○【○-○

作 番

顧客名

停電及び活線近接作業 安全確認書

作業内容

昭和 年 月 日挫出

作業日時

0000猿武舎恵

竪琴葺_ 軸)

1畠l 確 認 ･好 碩 F徹底 摘 要rジ⊥亡= 確 認 L拝 唱 ∃紐店l嫡 資

1.顧客丘任者と打合せ.作業上穏･作業時軌ヱ確認したか
葛:甘

徒者名 !17･尤物を与える作業では拓鍬二王軌ハリレ丁はロ･ノアきれたか.確立したか

2.月丈圭とめ元 く㌔主†王元jニま明確になっているか 差等芸
l

18.緊急予定外の作業が常生した時の打注せはできているか

3.i私室工土暴,担甘藷菜とのけ合せ･連絡はf貴んナごか
ら

19.作業着手の指示を受け全員に赦底の上作業開始したか

吉‡L4･作菜指野命令系鏡及作凄絶畑･作業員軌柁示す掲示板ほ準備したか

5一作二葉内容･範巨8を把握したか

･】,
…1･倹舶により実物チエタグで伊電を榔諾したか 1l

画 6.必要な作業員の手配はてきたか

7.必要な工具の声虎はてきたか と岳｡;三雲芸≡芸芸≡′諾≡三≡一班ニーーー¶､､∨山､′′仙ノーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートーーーームーーーー
車

乱 必要な材料の手酷よでき/二か :4･恥柴範P列外あるいは予定外の作業はしていないか

9.脚寸稗器の入荷は躍詑し/二か 5.諮算により蕗嬢苛に触れる恐れはないか.再確認し/二か

備i().必要な図面.資料はそろりているか 6･卿戒破如恐れのある節分叫噛ユタ■己全か,再確認したか 巳冊∨山､W
11一 緊急時の連絡発ほ手配してあるか 作:7.貨物乙配線風切吼ごま人た層など_川混入ド別二㍑完全か

l▼‾‾‾‾‾【‾

12.作業芦川角穿(計画書〉ほ準備したか '茶;さ 亡旦･輔車=j7▲′-ま諮‾Flナ▲いようプニ全処l花が〉〆らるカ▲ l

l ぎ中臣9･作文状況紹⊥時凱捲凱工掛二沿っ丁いるかチエフグし′▼か トニ_二二二二

三二芸芸芸喜諾芸喜表芸芸芸芸喜≡芸担鵬いこか
-Yj帖__て三明点胤竺j､弓一撃ヤ▲空軍軍学撃些ヒ聖二ん-----3.安全作業方法の打合せをなし,金紗こ級覆したか 1…終=2.作業者の作業終ア軸告を全員かご一献已L/ル

作卜喜;--一芸若菜芸還皇≡≡≒…去∴一一一一-トニ三…轄至芸萎軍書喜≡警護蓋登.立婚､の帆風7こ力
トニニニニニ‾

饗一ニー忘芸言霊芸言語警≡芸‡こ芸理掛かr

.:;三笠芸;三タ'芸霊芝.主慧三塁f孟三≡芸≡≡三去諾≡芸-…竿…9.消火冷や救急秦ほ整備され,適正に比定されているか

且10.泊針切断作業のノロ対矧工兵いか ! ;;:孟去三三三言二三三さ芸よ志■.‡芸三三､ノしか

前;;三≡芸警芸芸芸≡芸i…≡芸蜘イ解を守ヒ}.ナニか=‾j
13.充･仲冬範囲(止域)の確認をし,金員書こ徹檻したか

l

l
臣;

rl､収‾E′しゎノ己■キー｢-′亡･に寸ペで瓢づ1うけ一旦れ/､力一

i!作一
之 作鮎全加[脂ぎしたか

l

14,危篠区域の明示､位牌衣示､絶棒線護ほ完全iニしたか

15,侍1電範凶Cつ接地′妄,る､】ヱま;白菜指揮〈.ま付けた缶㌧圭一二法皆名-t′■1身嬬.i8†ノた一七+

16.糾しi淋工那】諸芸なくrて■･は1州亀城的にロソクきれたか,確1諾し′二かl

十!■

3.跡′榔ナニま払方ゝ

1■ 4.jヒ∫ニリム=珊貰.がてち′･か

ま後1｢､‾了有哀妄面盲三石看ちチエフグしたか
1

卜
【

〔榛語〕感電,墜落災害並びにつり落とし事故をゼロにしよう F

謎 本ごl三'は｡汁血i苧‾簡終′rl`ユリ作業完‾r〝1肘空必ず･弓子鵬ヒt主:二様とlうすること

(3)温度上昇試験

現地試験の中で,丘時l‾ijほ要し椎々の条件が整わないと最

も=と;:労するのが変圧器のi㍊度上昇試験である｡

温度上昇試験には実負荷法と返還負荷法とがあり,実負荷

法の場合は定格出力の50%以上できるだけ多いほうがよく,

かつ変動の少ない負荷であることが必要である｡

また,返還負荷法の場合にはメーカーと協議のうえ計画+工

来することが望まLし､｡

(4)しゃ断器開閉試験

一一般的には開閉の動作確認を目的とした試験にと‾どめる場

合が多い｡なおメーカーでの工場立会試験データとの対比確

認のため,組立完‾r後メーカ【の指導員立会のもとに.現地試

験を実施する｡

(5)配電盤の試験

この試験は,リレー及び制御用開閉器単体の特性確認試験

と,制御や保護回路の動作がシーケンスどおり動作すること

を確認する,いわゆるシーケンステストであり,ニれらもメ

ーカーと事前に協議し,遺漏のないよう十分注意することが

大切である｡

(6)接地抵抗測定

一般的にはアーステスタが用いられ,比較的容易に測定で

きるが,袖肋電極の打込位置を誤ると大きな測定誤差を生ず

るので,i主意することが必要である｡

また広範な敷地に布設されたメッシュアースの測定には,

アーステスタによる測定は不可舌巨であり,通常,交流電圧降

下法が採用される｡

この方法はかなり大がかりであr),測定法上の注意点も幾
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:･1言己人安田(1)徴兵クーヒうく三･_恥(21下絶叫;Y)土きはX叩くI満更欄l二事由記入のこと)

(8)認づ呈しナこい一三拝聴ま/】で記入,全項目確言思のこと｡

つかあるが,その詳細は専門書を参照願うこととし,ここで

は省略する｡

4.4 引 渡 し

′乏て豆後は,各メータの指針,異常音の有無,相回転などに

問題のないことを確認する｡

なお,予備品,付属品は,その用途を明記した予備品,付

属品リストを作成し,ユーザーの確認を得て引き渡し,同時に

保勺:に必要な完成図及び取扱説明書を整備提出することを忘

れてはならない｡

l司 結 言

以上,プラント建設工事の｢かなめ+である建設管玉里の重

要性と,従来紹介の機会が比較的少なかった工事の計画･設

計･施工上の主要なポイントを中心に述べた｡

終わりにこれらの管理に関する考え方や,とらえ方,いわゆ

る管理技術や工事計画上の着眼点が,今後新たに計画される

受変電設備,その他のプラントの建設のうえに少しでも役だ

てば幸いである｡
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